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【公開日】平成26年1月16日(2014.1.16)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月26日(2014.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各遊技台に対応して配設され、当該遊技台における遊技結果として計数した遊技媒体の
計数値を持ち遊技媒体として保持する各台対応装置と、前記各台対応装置と通信可能に接
続され、会員の識別情報に対応付けて会員情報を管理する会員情報管理手段とを有する会
員管理システムであって、
　前記各台対応装置は、
　遊技客が保有する携帯端末から該携帯端末固有の携帯識別情報を取得する取得手段と、
　前記持ち遊技媒体に係る持出し制限要求を受け付ける持出し制限要求受付手段と、
　前記持出し制限要求受付時に前記取得手段によって取得された携帯識別情報を前記会員
情報管理手段に送信し、当該会員情報管理手段が会員情報として管理している携帯識別情
報との照合を依頼する照合依頼手段と、
　前記会員情報管理手段による照合結果が正当であることを条件に前記持ち遊技媒体の当
該各台対応装置による返却処理を許容しつつ該持ち遊技媒体の持出しを制限する持出し制
限モードから前記持ち遊技媒体の持ち出しを許可する許可モードへモード遷移させるモー
ド遷移手段と、
　前記モード遷移手段による遷移結果である滞在モードに基づいて、前記持ち遊技媒体の
持出し許可または持出し不許可を制御する持出し制御手段と
　を有し、
　前記会員情報管理手段は、
前記各台対応装置からの照合依頼に応じて、送信された携帯識別情報と、会員情報として
管理している携帯識別情報とを照合する照合手段と、
　前記照合手段による照合結果を前記各台対応装置に送信する送信手段と
　を有する
ことを特徴とする会員管理システム。
【請求項２】
　前記各台対応装置は、
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　所定の預け入れ操作を受け付け、かつ、前記取得手段にて携帯識別情報を取得したこと
を条件として、前記持ち遊技媒体を貯遊技媒体として管理するよう前記会員管理手段に依
頼する貯遊技媒体依頼手段を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の会員管理システム。
【請求項３】
　前記モード遷移手段は、
　遊技店関係者による持出し許可モードへの復帰操作を前記各台対応装置及び／または該
各台対応装置と通信可能な外部装置で受け付けた場合に、前記持出し制限モードから前記
持出し許可モードへ復帰させることを特徴とする請求項１または２に記載の会員管理シス
テム。
【請求項４】
　各遊技台に対応して配設され、当該遊技台における遊技結果として計数した遊技媒体の
計数値を持ち遊技媒体として保持する各台対応装置と、前記各台対応装置と通信可能に接
続され、会員の識別情報に対応付けて会員情報を管理する会員情報管理装置とを有する会
員管理システムに適用する持ち遊技媒体の持出し制御方法であって、
　前記各台対応装置が、遊技客が保有する携帯端末から該携帯端末固有の携帯識別情報を
取得する取得工程と、
　前記各台対応装置が、前記持ち遊技媒体に係る持出し制限要求を受け付ける持出し制限
要求受付工程と、
　前記各台対応装置が、前記持出し制限要求受付時に前記取得工程によって取得された携
帯識別情報を前記会員情報管理装置に送信し、当該会員情報管理装置が会員情報として管
理している携帯識別情報との照合を依頼する照合依頼工程と、
　前記会員情報管理装置が、前記各台対応装置からの照合依頼に応じて、送信された携帯
識別情報と、会員情報として管理している携帯識別情報とを照合する照合工程と、
　前記会員情報管理装置が、前記照合工程による照合結果を前記各台対応装置に送信する
送信工程と、
　前記各台対応装置が、前記会員情報管理装置による照合結果が正当であることを条件に
前記持ち遊技媒体の当該各台対応装置による返却処理を許容しつつ該持ち遊技媒体の持出
しを制限する持出し制限モードから前記持ち遊技媒体の持ち出しを許可する許可モードへ
モード遷移させるモード遷移工程と、
　前記各台対応装置が、前記モード遷移工程による遷移結果である滞在モードに基づいて
、前記持ち遊技媒体の持出し許可または持出し不許可を制御する持出し制御工程と
　を含んだことを特徴とする持ち遊技媒体の持出し制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る会員管理システムは、各
遊技台に対応して配設され、当該遊技台における遊技結果として計数した遊技媒体の計数
値を持ち遊技媒体として保持する各台対応装置と、前記各台対応装置と通信可能に接続さ
れ、会員の識別情報に対応付けて会員情報を管理する会員情報管理手段とを有する会員管
理システムであって、前記各台対応装置は、遊技客が保有する携帯端末から該携帯端末固
有の携帯識別情報を取得する取得手段と、前記持ち遊技媒体に係る持出し制限要求を受け
付ける持出し制限要求受付手段と、前記持出し制限要求受付時に前記取得手段によって取
得された携帯識別情報を前記会員情報管理手段に送信し、当該会員情報管理手段が会員情
報として管理している携帯識別情報との照合を依頼する照合依頼手段と、前記会員情報管
理手段による照合結果が正当であることを条件に前記持ち遊技媒体の当該各台対応装置に
よる返却処理を許容しつつ該持ち遊技媒体の持出しを制限する持出し制限モードから前記
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持ち遊技媒体の持ち出しを許可する許可モードへモード遷移させるモード遷移手段と、前
記モード遷移手段による遷移結果である滞在モードに基づいて、前記持ち遊技媒体の持出
し許可または持出し不許可を制御する持出し制御手段とを有し、前記会員情報管理手段は
、前記各台対応装置からの照合依頼に応じて、送信された携帯識別情報と、会員情報とし
て管理している携帯識別情報とを照合する照合手段と、前記照合手段による照合結果を前
記各台対応装置に送信する送信手段とを有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、本発明に係る持ち遊技媒体の持出し方法は、各遊技台に対応して配設され、当該
遊技台における遊技結果として計数した遊技媒体の計数値を持ち遊技媒体として保持する
各台対応装置と、前記各台対応装置と通信可能に接続され、会員の識別情報に対応付けて
会員情報を管理する会員情報管理装置とを有する会員管理システムに適用する持ち遊技媒
体の持出し制御方法であって、前記各台対応装置が、遊技客が保有する携帯端末から該携
帯端末固有の携帯識別情報を取得する取得工程と、前記各台対応装置が、前記持ち遊技媒
体に係る持出し制限要求を受け付ける持出し制限要求受付工程と、前記各台対応装置が、
前記持出し制限要求受付時に前記取得工程によって取得された携帯識別情報を前記会員情
報管理装置に送信し、当該会員情報管理装置が会員情報として管理している携帯識別情報
との照合を依頼する照合依頼工程と、前記会員情報管理装置が、前記各台対応装置からの
照合依頼に応じて、送信された携帯識別情報と、会員情報として管理している携帯識別情
報とを照合する照合工程と、前記会員情報管理装置が、前記照合工程による照合結果を前
記各台対応装置に送信する送信工程と、前記各台対応装置が、前記会員情報管理装置によ
る照合結果が正当であることを条件に前記持ち遊技媒体の当該各台対応装置による返却処
理を許容しつつ該持ち遊技媒体の持出しを制限する持出し制限モードから前記持ち遊技媒
体の持ち出しを許可する許可モードへモード遷移させるモード遷移工程と、前記各台対応
装置が、前記モード遷移工程による遷移結果である滞在モードに基づいて、前記持ち遊技
媒体の持出し許可または持出し不許可を制御する持出し制御工程とを含んだことを特徴と
する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明によれば、遊技客が保有する携帯端末から該携帯端末固有の携帯識別情報を取得
し、持ち遊技媒体に係る持出し制限要求を受け付け、持出し制限要求受付時に取得した携
帯識別情報を会員情報として管理している携帯識別情報と照合し、照合結果が正当である
ことを条件に持ち遊技媒体の当該各台対応装置による返却処理を許容しつつ該持ち遊技媒
体の持出しを制限する持出し制限モードから持ち遊技媒体の持ち出しを許可する許可モー
ドへモード遷移させ、遷移結果である滞在モードに基づいて、持ち遊技媒体の持出し許可
または持出し不許可を制御するように構成したので、少なくとも第三者による持ち遊技媒
体の持出し操作としてのカード返却操作を制限することができ、第三者が持ち遊技媒体を
横取りする不正を防止することが可能になるという効果を奏する。
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